
『
稿
本
天
理
教
教
祖

伝
逸
話
篇
』
に
一
〇
八

「
登
る
道
は
幾
筋
も
」

と
題
さ
れ
た
逸
話
が
あ
り
ま
す
。

熱
心
な
法
華
の
信
者
で
あ
っ
た
今
川

清
次
郎
は
、
あ
る
日
近
所
の
人
か
ら
お
道

の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
三
日
三
夜

の
お
願
い
で
、
三
十
年
来
の
胃
病
を
す
っ

か
り
ご
守
護
頂
い
た
。
そ
れ
で
道
一
条
の

心
を
定
め
、
名
前
も
聖
次
郎
と
改
め
た
。

そ
し
て
お
ぢ
ば
へ
帰
り
、
教
祖
に
お
目
通

り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
、
教
祖
か
ら
、

「
あ
ん
た
、
富
士
山
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
頂
上
は
一
つ
や
け
れ
ど
も
、
登
る
道

は
幾
筋
も
あ
り
ま
す
で
。
ど
の
道
通
っ
て

来
る
の
も
同
じ
や
で
。
」
と
、
結
構
な
お

言
葉
を
頂
い
た
。・・・・・・

紙
幅
の
都
合
上
、
内
容
は
本
編
を
お
読

み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
先

日
、
こ
の
逸
話
を
題
材
に
会
議
を
し
て
い

た
時
の
こ
と
で
す
。

「
こ
こ
で
教
祖
が
仰
っ
て
い
る
『
頂
上
』

【
直
属
学
生
層
育
成
者
講
習
会
】

・
髙
知

６
月

日

大
教
会

18
茶
谷
良
佐
委
員
長
出
向

名
200

・
秩
父

６
月

日

大
教
会

20小
西
祥
治
委
員
出
向

名
122

・
玉
島

６
月

日

大
教
会

20
茶
谷
良
佐
委
員
長
出
向

名
183

・
香
川

６
月

日

大
教
会

21
茶
谷
良
佐
委
員
長
出
向

名
70

・
東
濃

６
月

日

大
教
会

22

葛
西
直
己
副
委
員
長
出
向

名
100

・
西
海

６
月

日

大
教
会

22平
野
総
吉
委
員
出
向

名
200

・
北
洋

６
月

日

大
教
会

22
茶
谷
良
佐
委
員
長
出
向

名
70

・
小
南
部

６
月

日

大
教
会

22小
塚
嗣
夫
委
員
出
向

名
80

・
郡
山

６
月

日

大
教
会

23

葛
西
直
己
副
委
員
長
出
向

名
230

・
堺

６
月

日

大
教
会

23勝
村
宏
樹
委
員
出
向

名
90

と
は
何
の
譬
え
か
？
」
と
の
質
問
が
出
ま

し
た
。
「
だ
め
の
教
え
と
い
わ
れ
る
こ
の

道
の
教
え
の
事
で
は
な
い
か
」
「
陽
気
ぐ

ら
し
の
事
だ
ろ
う
」
な
ど
の
意
見
が
上
が

る
中
、
あ
る
人
が
「
教
祖
は
『
ど
の
道
通

っ
て
〝
来
る
〟
の
も
』
と
仰
っ
て
い
る
か

ら
、
頂
上
と
は
教
祖
ご
自
身
と
も
と
れ
る

の
で
は
な
い
か
」
と
話
さ
れ
、
な
る
ほ
ど

と
膝
を
打
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

頂
上
が
教
祖
だ
と
考
え
れ
ば
、
私
た
ち

に
と
っ
て
の
「
登
る
道
筋
」
と
は
、
ひ
な

が
た
を
真
っ
直
ぐ
に
辿
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
だ
と
よ
り
明
確
に
意
識
で
き
ま

す
し
、
何
よ
り
、
教
祖
の
御
許
へ
運
ば
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
が
一

層
増
す
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
逸
話
で
今
川
先
生
は
、
身

上
の
御
守
護
を
頂
い
て
、
道
一
条
の
心
を

定
め
、
改
名
ま
で
し
て
お
ぢ
ば
へ
お
帰
り

に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
人
生
を
一

か
ら
出
直
す
覚
悟
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
の
上
で
の
お
言
葉
だ
と
思
え
ば
、

こ
の
先
歩
む
道
筋
で
も
、神
一
条
の
心
を

固
く
定
め
て
歩
め
ば
、教
祖
の
お
働
き
を

頂
戴
し
て
お
連
れ
通
り
い
た
だ
け
る
こ

と
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
も
悟
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
教
祖
の
お
話
を
じ
っ
く

り
と
読
ん
だ
り
、感
想
を
話
し
合
っ
た
り

す
る
中
に
、新
し
い
気
付
き
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
間
々
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
天
理
教
学
生
会
の
活
動
方

針
の
一
つ
に
「
逸
話
篇
を
読
も
う
」
が
あ

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
一
人
で
読
む
こ
と
も

で
き
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
学
生
同
士
、
ま

た
担
当
者
も
一
緒
に
、教
祖
の
お
言
葉
や

先
人
の
姿
に
も
っ
と
丁
寧
に
思
い
を
致

す
よ
う
な
機
会
が
増
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。さ

て
、
こ
の
逸
話
で
は
、
教
祖
は
続
い

て
火
事
の
例
を
出
し
な
が
ら
お
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
思
案
で
き
る
こ

と
は
何
か
。今
一
度
深
く
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

令和 4年 学生担当委員会 活動方針 「共に教祖のようぼくに育つ」
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----------------------------------------------------------------------
編
集
部
委
員

中
山

正
直
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「
目
指
す
頂
上
と
は
？
」
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《
立
教

年
６
月

日
～
７
月

日
》

185

16

15

ま
な
び
ば
チ
ー
ム
会
議

学
生
連
絡
会

担
当
者
活
動
部
部
会

研
修
会
チ
ー
ム
会
議

人
材
育
成
部
部
会

委
員
会

例
会

担
当
者
活
動
部
部
会

育
成
ミ
ニ
勉
強
会

学
修
高
校
の
部
事
前
研
修
会(

～

日)

28

勉
強
会
チ
ー
ム
会
議

編
集
部
部
会

学
修
大
学
の
部
研
究
室

学
修
高
校
の
部
研
究
室

委
員
会

学
修
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
研
究
室

人
材
育
成
部
新
刊
本
会
議

春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

編
集
部
部
会

研
修
会
チ
ー
ム
会
議

学
生
連
絡
会

・
西
陣

６
月

日

大
教
会

23
松
森
芳
夫
委
員
出
向

名
130

・
中
野

６
月

日

大
教
会

23片
山
か
お
り
委
員
出
向

名
80

・
岡
山

６
月

日

大
教
会

23
中
山
祥
吉
委
員
出
向

名
75

・
敷
島

６
月

日

大
教
会

24

葛
西
直
己
副
委
員
長
出
向

名
200

・
櫻
井

６
月

日

大
教
会

24
清
水
慶
政
委
員
出
向

名
160

・
神
崎

６
月

日

大
教
会

24
柏
原
信
弘
委
員
出
向

名
50

・
河
原
町

６
月

日

詰
所

29
柏
原
信
弘
委
員
出
向

名
135

《
立
教

年
６
月

日
付
》

185

25

【
直
属
学
生
担
当
委
員
長
辞
令
交
付
】

・
大
北

元
慶

（
梅
谷
・
髙
井
）

・
藤
原

五
雄

（
伊
野
・
津
和
地
）

1

６
月

日
16

日
17

日
22

日
24

日
25

日
27

日
29

日
30

７
月
４
日

５
日

８
日



教区 開催日時 会場 担当者 連絡先

宮崎 8月 30日 13時～31日 14時 教務支庁 黒木陽助 070-1791-3377

福島 8月 18日 9時～15時
郡山カルチャ
ーパーク体育
館内会議室

國分一志 080-3563-1742

静岡 8月 19日 13時～20日 14時
野外活動セン

ター｢山の家｣
岡野多吉 090-1479-7369

3 2

青

空

「
学
生
担
当
委
員
会
」
こ
の
言
葉
が
あ
る
こ
と

が
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

高
校
、
大
学
と
お
ぢ
ば
の
学
校
で
お
育
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
は
寮
幹
事
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
私
に
と
っ
て
、
学
担
は
常
に
身
近
な
存
在
で

し
た
。
学
修
な
ど
の
行
事
に
お
声
が
掛
か
れ
ば
、

「
参
加
し
て
く
だ
さ
る
学
生
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
う
た
め
に
は
」
と
考
え
な
が
ら
行
事
に
関
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
自
分
に
と
っ
て
「
当
た
り
前
」

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
、
私
は
布
教
の
家
に
入
寮
し
、
お
た
す
け
の

日
々
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
心
を
尽
く

し
て
み
て
も
、
な
か
な
か
お
ぢ
ば
へ
お
連
れ
す
る

こ
と
が
か
な
わ
な
い
道
中
で
す
。
教
会
や
お
ぢ
ば

に
人
が
来
て
く
だ
さ
る
、
ま
し
て
や
そ
れ
が
学
生

で
、
そ
れ
以
前
に
声
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
学

生
が
い
る
状
況
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
今
の
私
に
と

っ
て
は
「
当
た
り
前
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
夢
」

と
も
言
え
る
ご
守
護
の
姿
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
担
が
、
多
く
の
学
生
さ
ん
と
お

ぢ
ば
で
信
仰
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う
、
そ
ん
な
夢

の
よ
う
な
景
色
を
思
い
描
き
、
コ
ツ
コ
ツ
布
教
に

歩
き
た
い
、
今
日
こ
の
頃
で
す
。

人
材
育
成
部
本
部
ス
タ
ッ
フ

桐
木
善
裕

期
日
：
立
教

年
８
月

日

185

25

時
間
：

時

分
受
付

時
開
始

15

30

16

会
場
：
第
２
食
堂

【
教
区
】

・
鳥
取

８
月

日

時

分
～

教
務
支
庁

30

13

15

【
直
属
】

・
本
島

８
月

日

時

分
～

大
教
会

22

11

30

・
宇
佐

８
月

日

時

分
～

大
教
会

22

11

30

・
双
名
島

８
月

日

時
～

大
教
会

22

12

去
る
６
月

日
、
教
庁
４
階
講
堂
に
お
い
て
「
６
月

25

例
会
」
を
開
催
。
出
席
は

教
区
、

直
属
。

28

87

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------------------------------------------------------

８月開催「高校生の集いまなびば」会場一覧 去
る
六
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八

日
、
本
部
施
設
を
会
場
に
「
学
生
生
徒

修
養
会

高
校
の
部

ス
タ
ッ
フ
事
前

研
修
会
」
を
開
催
し
、
総
数
三
百
六
名

（
内
、
初
回
者
七
十
五
名
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

本
期
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
や

行
事
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
レ

ク
チ
ャ
ー
の
内
容
や
使
用
す
る
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
、
受
講
生
と
関
わ
る
上
で
の

心
構
え
を
学
び
、
本
期
間
に
向
け
て
の

準
備
を
行
い
ま
し
た
。

初
日
午
前
、
ス
タ
ッ
フ
は
寮
毎
で
集

合
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
午
後
か
ら
の
開
講
式
で
は
、
学
生

担
当
委
員
会

辻
副
委
員
長
よ
り
挨
拶

と
ス
タ
ッ
フ
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
再
び
各
寮
に
分
か
れ
て
寮
タ
イ

ム
が
持
た
れ
ま
し
た
。

二
日
目
、
「
委
員
長
講
話
」
で
は
、
本

部
行
事
で
あ
る
学
修
の
ス
タ
ッ
フ
を
務

め
る
上
で
の
心
構
え
を
茶
谷
委
員
長
よ

り
示
さ
れ
、
閉
講
式
で
は
葛
西
副
委
員
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
受
講
生
と
共
に
育
つ

場
で
あ
る
学
修
に
向
け
、
個
々
の
理
づ
く

り
に
励
む
と
と
も
に
、
ご
存
命
の
教
祖
に

お
喜
び
い
た
だ
け
る
心
で
ご
用
を
勤
め

る
思
い
を
固
め
、
解
散
し
ま
し
た
。

ま
た
閉
講
式
後
に
は
、
今
回
初
め
て
ス

タ
ッ
フ
を
務
め
る
者
に
対
す
る
「
初
回
者

研
修
会
」
が
実
施
さ
れ
、
人
材
育
成
部

置

田
部
長
よ
り
「
き
く
・
み
る
・
は
な
す
」

に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
の
部
」

ス
タ
ッ
フ
事
前
研
修
会

開
催
報
告

----------------------------------------------------------------------


